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要 旨

論者 考察 中 核心的 內容 以下 要約がこれまで したものの で な を に した。

第一 第一夜 男性主人公 心理変化 分析 第一夜 男 不安 氣持 描寫に の を してみると は の な ちが、 、

作品 解析 可能 死 女 墓 側 百年間待 續 男 女 欺された であるという が だ んだ の の で ち けている が に された。

疑 場面描寫 男 不安 氣持 現 思のではなかろうか と う は の な ちをそのまま したのであろうと われる。

第二 第三夜 父親 子供 不安 存在 自分 不安 存在に の にとって というのは な に をもたらす とし、

描寫 分析 通 明て されていることをテキスト を して らかにした。

第三 第七夜 主人公 私 投身自殺 動機 船上 出會 數名 外國人 眞劍に の が をした は で った の と な、 、

對話 交 結局 私 心 不安 退屈 等 感 海 投身自殺を すことができなかったためだ は の と さ を じ に したの。 、

第七夜 現 投身自殺 特徵 日本 急激 近代化 近代文明 西洋文化 流入だ に われる の は の な と の による。 、

當時 知識人 心 葛藤 不安 投影 点 日本 急激 近代化 社會の の の と が されている だ これは が に されていく に。

近代社會 抱 個人的不安 問題 作品 現おいて が いていた の が に われたのである。

第四 夢十夜 第一夜 第三夜 第七夜 三作品 現 不安 特徵的 姿 簡略に の の に われた の な を、  、 、

点檢に してみた。

第一夜 死 女 墓 側 百年間待 過程 女 生前 言辭 疑 持 男性 不安には んだ の の で っている で の の に いを つ の

氣持 特徵的 描寫な ちが に されている。

第三夜 父親 背負 盲目 子供 父親 不安 感 特徵的 描寫には に われている の に が を じているのが に されて

いる。

第七夜 日本 急激 近代化 近代文明 西洋文化 流入 對 當時 知識人 感 個には の な と の に して の が ずる、

人的 不安 問題 特徵的 描寫な の が に されている。

第五 小說 時代 生 作家 具体的 特殊 経驗 主觀的体驗 情緖 生活樣式に にはその を きた の で な、 、 、 、 、

価値体系等 反映 作家 自分 生 時間 空間 変化 交涉 對話 世が されている また は が きた と の と し しながら。 、

中 在 方 理解 省察 作品 通 表現 作家 作品の の り を し したことを を じてそれとなく している そのような と と。

關係 考慮 夢十夜 現 不安表現 点檢 夏目漱石 當時 時代 感の を して に われた を してみると が の に じてい  、

不安 情緖 夢十夜 作品 中 現 判斷た な が という の にそのまま われたのだと される  。
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